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⽬的 イルカの遊泳機構を、イルカが発⽣させる乱流に基づいて解明する。

内容 格⼦ボルツマン法と埋め込み境界法を組み合わせることにより、

イルカが静⽌流体中を⾃⾛する数値シミュレーションも実⾏した。

結果 尾ひれを往復運動させると、乱流が発⽣する。
乱流中に隠れた⼤⼩さまざまな渦を抽出し、

これらの渦の推進に対する寄与を評価した。
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